
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ福井県経済連 担い手対策課 

平成２６年度 

担い手対応情報 

℡０７７６－９１－０１８７ 

 

ＪＡ全農による情勢報告、ＴＡＣ事業活動報告

並びに２７年度の活動提案がありました。今年は

１担い手当たりの面談回数が８．３回と過去最高

となり訪問が強化されている等の報告がありま

した。 

次に県内事例報告がありました。ＪＡたんなん 

営農課 山田有彦氏（専任ＴＡＣ）より、大規模

水田園芸の取組に関して、キャベツ・白ネギ・ブ

ロッコリー等の収量を増やしていくための取組

や農家への提案内容等わかりやすい説明があり

ました。「周りを気にせず、農家のためにとこと

んやってみることが大事」と強調していました。 

 

基調講演では、ＪＡ斐川町（島根県）営農部 営

農企画課 原紀行氏に講演していただきました。Ｊ

Ａ斐川町では、担い手への日常的な訪問活動の中で

多くの担い手が農業経営状況や運営方法に対して強

く不安を抱いていることが判明し、農業経営改善対

策の必要性をＴＡＣ活動の最重要課題と位置づけた

取組内容を写真やデータを駆使しわかりやすい説明

がありました。 

その後、原氏との意見交換会も催され大変有意義

な大会となりました。 

 

 

１１月２１日、経済連総合センターにて「福井県Ｔ

ＡＣパワーアップ大会」が開催されました。当日は、

県内ＪＡの担当役職員等約７０名の参加がありまし

た。４回目となる本大会は現在県下１０ＪＡで取り組

まれている活動をＪＡ役職員に広く周知することで

ＴＡＣ活動の活性化および認知度アップとレベルア

ップを目的として開催しました。冒頭香川理事長よ

り、「農業情勢は米をはじめ厳しいものがある中で、

ＴＡＣの役割は益々重要になってきている。本県農業

の牽引者になっていただきたい」旨挨拶がありまし

た。 

  

 



 他県の受賞ＪＡ、ＴＡＣの取組事例を聞くのも新鮮

で、とても良い刺激となり大変良い機会となりまし

た。今後もＴＡＣを核とした担い手生産者対応の強化

や営農・経済に関するニーズをしっかり受け止めてい

くことが大切です。またＴＡＣの仕組みを確立し組織

として機能させること、総合事業を展開するＪＡだか

らこそ発揮できる力を出していかなければなりませ

ん。ＴＡＣが担い手とＪＡの接点となり、その活動に

より担い手への経営改善やＪＡの将来に繋がってい

くことが期待されています。 

 

 

１２月４、５日の両日、ＴＡＣの先進的な取組を共

有し、活動のレベルアップを目指すことを目的とした

「ＴＡＣパワーアップ大会２０１４」が横浜市にて開

催されました。大会には全国のＴＡＣやＪＡから約５

００人が集い、担い手の経営改善とＪＡ事業の拡大に

貢献する優秀な取組事例の発表や課題解決の共有、意

見交換等を行いました。全農の中野吉實会長は「この

大会も７年目を迎え、ＴＡＣの取組は目に見えてレベ

ルアップしている」とＴＡＣの地域活動を評価しまし

た。 

 ＪＡ表彰では全農会長賞に岩手県のＪＡ新いわ

てが選ばれ、この他４ＪＡが表彰、２ＪＡが特別表

彰されました。ＴＡＣ表彰では、本県から初めて選

出されたＪＡたんなん山田有彦氏の他７人のＴＡ

Ｃが表彰されました。全国大会は今年７年目を迎

え、各ＪＡと表彰者の事例報告や「担い手の将来の

夢やビジョンを実現する」などの大会宣言が採択さ

れました。全農会長賞を受賞したＪＡ新いわてで

は、若手担い手農家の経営力強化につながる仕組み

を構築し、園芸作物の作業受託や水稲省力施肥の技

術習得などの研究チームを立ち上げ若い担い手と

共に地域の生産拡大維持を進める活動が評価され

ました。 

  

 



 

 

 

  これは質問を中心に議論を進めることで問題解決のプロセスを導き出す手法で、メンバーからより多くの

情報が引き出せたり問題の本質が明らかになったりするというものです。参加者からは、この手法の有効性に

気付き「今後も普段のミーティングの中で実践してきたい」などの意見がありました。 

 その後、シドニー五輪トランポリン日本代表の丸山章子金沢学院大准教授の講演があり有意義な研修会とな

りました。 

 また「農業・農政政策の動向と地域農業の課題」

と題して、福井県立大学経済学部の北川太一教授

より記念講演がありました。福井県では、急速に

土地持ち非農家が増えている集落の中での「農」

が変わってきている現状等わかりやすい説明があ

りました。 

 その他、福井農林総合事務所山田主任より「今

年度の水稲の生育の作柄について」の研修、農薬

（新剤）の紹介等があり、出席者は熱心に聞き入

っていました。 

 

 

１１月２６日、ＴＡＣの管理者を対象とした初の「北

陸ブロックＴＡＣ管理者研修会」が金沢市で開催されま

した。ＴＡＣの活動をより機能的に変化させるＴＡＣミ

ーティングの進め方などを学習しました。ＴＡＣ活動の

総合的活動強化を図っていくことを目的として、この研

修会では、新潟と北陸３県の１３ＪＡのＴＡＣ管理者４

０人が参加しました。演習では６班に分かれて、ＴＡＣ

ミーティングを上からの指示ではなく担当者自らが気

づいて開かせるにはどうしたらよいかを、チームランニ

ング（質問会議）の手法で協議しました。 

 

１２月６日、ＪＡ福井市本店大ホールにてＪ

Ａ福井市営農推進大会が開催されました。管内

農家、ＪＡ職員をはじめ約１５０名の出席があ

りました。 

 青山会長の挨拶のあと、小林常務より今後の

指導販売部の重点取組として、①需要にあった

作付体系の取組②販売チャンネルの取組③生産

コスト削減の取組④農作業受託事業等の取組に

ついて説明がありました。 

 



 

 １２月７日、福井県産輸出用米の初出荷が敦

賀港にて行われました。セレモニーには、ＪＡ

県経済連役職員やクボタ関係者約６０人が出席

しました。ＪＡ県五連の田波会長より「今年の

米の作柄はやや不良で価格も低迷しているが、

今後も生産者の手取り向上に取り組んでいく」

と挨拶がありました。 

 福井米の輸出は、シンガポールと香港に精米

所を持ち、玄米を冷蔵保管できるクボタを通じ

て行いハナエチゼンの玄米を順次船便で輸出し

ます。 
 初出荷分はシンガポールへの１６トンで今週末

にコンテナ船で出港する予定です。来夏までに県産

ハナエチゼン２０４トンを輸出し販路拡大の足掛

かりとしています。現地では高級ファミリーレスト

ランや回転すしなどで使う予定です。２００５年か

ら毎年５トン程度の福井米を香港や台湾の百貨店

へ販売していましたが、外食産業用への本格的な輸

出は今年からになります。 

 田波会長、石塚県副知事ら４人がテープカットし

初出荷を祝いました。 

12 月 18 日 ＪＡ花咲ふくい本店にて担い

手による協議会である『ＪＡ花咲ふくい水田

農業経営協議会』の総会が開催されました。 

 雪が降る天候の中、担い手農家及び関係者

を含め160名が参加し、平成26年度事業報告、

27 年度事業計画、役員改選の 3 つの議案が承

認されました。 

 総会終了後、税務署による「決算･確定申告

のポイント」、県経済連による「26 年産米の

販売状況と今後の水田農業の取組み」、北陸農

政局による「26 年産米への対応と 27 年産米

の生産数量目標」について研修会が行われ、

特に米価の下落により農業所得が減少する

中、飼料用米への取組や今後の販売環境につ

いて熱心な質疑応答が繰り返され、生産者の

切実な現状とＪＡグループの販売戦略が議論

農政局による「26 年産米への対応と 27 年産米の生産数量目標」について研修会が行われ、特に米価の下落

により農業所得が減少する中、飼料用米への取組や今後の販売環境について熱心な質疑応答が繰り返され、

生産者の切実な現状とＪＡグループの販売戦略が議論され有意義な研修会となりました。 

 



 

  

視察先：(有)るシオールファーム 

     経営面積 95ha(水稲、転作(小麦･大豆)、露地野菜 2ha、

加工販売等) 

     また、地域にある 6 つの組織から、転作作物の作業請負

とラジヘリ防除を請け負う(有)共同ファームを組織化 

 特産品：安土信長葱(白ネギ) 

     極太の白ネギをブランド化することにより、近隣で栽培

されている白ネギの倍近い価格で販売。 

 

 

11 月 4 日、福井県坂井農林総合事務所主催による水田を

活用した白ネギ栽培圃場の見学会が、ＪＡ花咲ふくい管内

にて開催されました。 

本県の白ネギ栽培は、比較的販売単価が安定しているこ

ともあり、県域で作付が拡大しており、平成 25 年度では作

付面積 65ha(本年度は約 70ha 見込)、販売高も約 4 億円と

県内青果物のトップの品目となっています。当日は、機械

化一貫体系により水田 1haの面積で白ネギ栽培を行ってい

る(農)ひとつぶの里にて、収穫および調製作業の実演が行

われ約 80 名の生産者および関係者が熱心に視察されてい

ました。当法人では、栽培開始より 3 年目を迎え収穫が安

定してきており、将来的には 1.5ha まで面積を拡大する予

定としています。 

 

 

 

【機械化体系】

作　業 機　械

溝掘り（額縁排水溝、明
渠、排水路の設置)

ミニバックホー

排水対策
＜補助暗渠＞　籾殻簡易暗渠(4.5月植え)
＜心土破砕＞　ハーフソイラ（6月植え）

植え溝掘り トラクタ　＋　培土板
定植 簡易移植機

土入れ、土寄せ 歩行型管理機、乗用管理機
防除 ブームスプレーヤー

収獲、運搬（搬出）
全自動収穫機

トタクタ　＋　掘取り機
運搬車

調製・選別 根葉切り皮剝き機、重量選別機

11 月 18~19 日、ＪＡ若狭の担い手の協議会であ

るＪＡ若狭アグリネットと、本年度発足したＪＡ

若狭水田園芸ネットワークの会員および関係者

52 名が参加し、滋賀県の生産法人および特産品の

視察および担い手農家の交流を目的に研修が行わ

れました。 

  

 



 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 農業会館前では９月の稲の稲架掛けに引き続き、１１月に

は稲架場に大根干しをしました。当日はあいにくの雨でした

が、職員約２０人が１時間半かけて８段に組まれた稲架場に

次々と干していき、高さ約４．５メートルの稲架場は次々と

大根で埋まっていきました。農村文化の継承と農産物のＰＲ

を目的に県ＪＡグループが毎年実施しています。今年はＪＡ

福井市、ＪＡ吉田郡、ＪＡ花咲ふくい、ＪＡ越前丹生、ＪＡ

越前たけふの５ＪＡが漬物に最適な「宮重」という品種を２，

２４２本用意しました。 

 大根は２７日に降ろされ、２８日の「ふくい特産市」で米

ぬかをつけて販売されました。 

＜お福ちゃんとは？＞ 

福井県内１２ＪＡの女性部が各地域の地元の食材

を使用したレシピを考案し、福井県産米粉を使用し

たもちもちの生地に包んで焼き上げたオリジナルお

やきです！  

１箱１２個入りで福井の味覚が丸ごと楽しめるお

やきセットとして、１１月１４日より３００セット

限定で販売されました。ご家族ではもちろん贈り物

としても良い商品となっており現在は来年度の継続

販売に向け検討されています！ 



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


